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    問合せ先   経理部長        丹羽 義己 

（TEL．03－5732－5111） 

 

特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2018年 12月期第４四半期に、下記のとおり固定資産の減損損失を

特別損失として計上することを決議いたしました。 

また、2018年２月 14日に公表いたしました 2018年 12月期の業績予想を下記の通り修正いたしましたので、

お知らせいたします。 

 

                        記 

 

１．固定資産の減損損失 

 市況の悪化および土地の時価の下落により減損の兆候を示している京都支店、千葉支店について、今

後の事業計画および回収可能性を慎重に検討した結果、両支店の保有する固定資産について減損を行な

うことといたしました。 

これに伴い 2018 年 12 月期第 4 四半期決算において、固定資産の減損損失 561 百万円を特別損失として

計上いたします。 

 

資産の種類 主たる場所 用  途 減損損失 

建物・機械装置他 千葉市美浜区 事業用資産 
561百万円 

土地・建物 京都市南区 事業用資産 

 

２．連結業績予想数値の修正 

2018年 12月期通期連結業績予想の修正（2018年１月１日～2018年 12月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当 期純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

50,800 

百万円 

1,350 

百万円 

1,450 

百万円 

800 

円 銭 

210.08 

今回修正予想（Ｂ） 50,800 1,000 1,200 350 91.89 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ― △350 △250 △450  

増 減 率（ ％ ） ― △25.9 △17.2 △56.3  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 2 0 1 7 年 1 2 月 期 ) 
50,738 1,336 1,475 1,050 275.36 
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３．個別業績予想数値の修正 

2018年 12月期通期個別業績予想の修正（2018年１月１日～2018年 12月 31日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

36,800 

百万円 

850 

百万円 

500 

円 銭 

129.35 

今回修正予想（Ｂ） 36,900 990 240 62.07 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 100 140 △260  

増 減 率（ ％ ） 0.3 16.5 △52.0  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 2 0 1 7 年 1 2 月 期 ) 
36,674 776 600 155.20 

 

 

４．修正の理由 

１）連結業績予想の修正につきましては、レンタル事業において、都心における高級ホテルの稼働が堅

調に推移し、また、ナショナルチェーンや食品関連企業からの需要が増加した一方で、台風による

関西国際空港閉鎖や大阪府北部地震および北海道胆振東部地震による影響で関西地区および北海道

地区のホテル稼働率が低下いたしました。 

この影響により、売上高が一時的に減少したことで、人件費等の固定費の回収ができず、営業利益、

経常利益について、予想を下方修正いたします。 

また、親会社株主に帰属する当期純利益については、経常利益の減少に加え、減損損失の計上により、

予想を下方修正いたします。 

２）個別業績予想の修正につきましては、レンタル事業において、都心における高級ホテルの稼働が堅

調に推移し、また、ナショナルチェーンや食品関連企業からの需要が増加したことなどにより、売

上高、経常利益について、予想を上方修正いたします。 

一方、当期純利益については、減損損失の計上により、予想を下方修正いたします。 

 

     

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後のさまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 

 


